
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

■日時：平成２４年12月 15日（土）14:00～17:00（受付１３時 30分～） 
 

■会場：横浜市青少年育成センター （関内駅/馬車道駅 下車） 

          （JR・地下鉄「関内」駅、みなとみらい線「馬車道」駅下車徒歩５分）地図は裏面 

■対象：青少年活動または地域活動に関心をお持ちの方、ＰＴＡ、行政・団体職員、教員、 

放課後児童育成職員（キッズクラブスタッフ・はまっこスタッフ等） 等  70人 

■プログラム： ＊予告なく変更になることがあります。  

    
                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

●  学校って、子どもが卒業したら関係が切れてしまうのでは･･･？  

● 「地域の居場所」ってなんだろう？  

● 「学校と連携した地域活動」とはどんな活動？ どんな人たちが関わっている？  

  ・・・そして、どんなきっかけで地域活動は始まったのか。 
 

地域の子ども・若者たちを支える活動は「学校を中心とした範囲（学区）」で行なわれることが多いようです。 

本シンポジウムは、地域の子ども・若者たちを支えている活動の中で、“学校が拠点”または“学校と連携”

している活動報告から、学校が地域活動でどのような役割を担っているのか、活動によって地域が 

どうなったのか等を聞き、これからの地域活動を考えていきます。 

 

 活動報告  「地域で子ども・若者を支えること ～学校と連携した活動～」 
    学生・地域の NPO・放課後の居場所スタッフ・授業、そして地域住人として。 

さまざまな立場から見た・感じた・関わった「地域活動」と「子ども・若者たち」について伺います。 
＜50音順＞ 

■嶋原 とも子さん【横浜市立つつじが丘小学校 地域交流イベント 2012年度実行委員長／駒澤大学３年】 

■松岡 美子さん 【横浜市立十日市場中学校 地域交流事業実行委員会世話人／緑区子育て支援拠点「いっぽ」施設長】 

■山口 まき子さん【横浜市立権太坂小学校 放課後キッズクラブ主任指導員／NPO法人権太坂キッズサポート副理事長】 

 

パネルディスカッション  「身近な大人が支える子ども・若者たち 

～学校と連携した地域活動のこれから～」 

  「地域で子ども・若者を支えること」「地域活動における学校の役割と期待」、そして「地域活動のこれか

ら」について、主に地域側の視点から考えていきます。 

■パネリスト： 嶋原とも子さん ／松岡  美子さん ／山口まき子さん（50音順） 

■コーディネーター：久田  邦明さん （神奈川大学 講師）                     ＊申込み方法等は裏面 



■申込み方法： ＊いただきました個人情報は目的以外に使用しません 

電話・ＦＡＸ・Ｅメールにて、下記事項をお知らせください。 

     ①氏名（ふりがな）  ②電話番号   ③所属団体（あればで可） 

    ＊11月 13日（火）10時～ 先着受付開始  

◎直前でも空きがある場合がありますので、お気軽にお問合せください  

◎Ｅメール／ＦＡＸは、育成センターに到着時間順に受付ます。 

■参加費：無料 

■申し込み／問合せ先： 

    （公財）よこはまユース  横浜市青少年育成センター 「シンポジウム」係   

・ＴＥＬ：０４５－６６４－６２５１ （電話での受付は、月～土曜日 10時～１９時） 

・ＦＡＸ：０４５－６６４－６２５４  

    ・Ｅメール：ikusei@yokohama-youth.jp  

 （件名に「シンポジウム申込み」と入れてください）  

・http://yokohama-youth.jp/ikusei 

 

  ■会場案内：横浜市青少年育成センター 

    横浜市中区住吉町 4-42-1 関内ホール B2F 

    交通―ＪＲ・市営地下鉄「関内」駅下車徒歩５分 

          みなとみらい線「馬車道」駅下車徒歩５分 

 

 

 

横浜市青少年育成センター 行き（FAX：045-664-6254） 

         

シンポジウム「子ども・若者を支える地域を目指して」 申込書 

 

 

 所属等 氏名（ふりがな） ＴＥＬ 

１    

２    

３    

４    

５    

【通信欄】 


